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質
問
先
の
知
事
選
、
参
院
選
の
投

票
率
が
県
内
町
村
で
は
最
低

だ
っ
た
。
不
名
誉
な
記
録
だ
。
今
後

の
対
応
は
。

答
弁
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長　

町
で
は
主
権
者
教
育
の
取
り

組
み
を
進
め
て
お
り
、
選
挙
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
従
来
の
啓
発

活
動
に
加
え
、
出
前
授
業
に
よ
る
高

校
で
の
模
擬
選
挙
や
、
児
童
生
徒
の

町
政
へ
の
参
加
意
識
を
醸
成
す
る
た

め
に
子
供
議
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　

主
体
的
に
考
え
る
力
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
将
来
的
に
は
投
票
率
の
向

上
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

花
火
大
会
、
ふ
る
さ
と　

ま
つ
り
は
ど
う
な
る

質
問
財
源
で
あ
る
ふ
る
さ
と
創
生

基
金
の
運
用
実
績
は
。

答
弁
町
長　

地
域
振
興
の
た
め
国

の
施
策
と
し
て
昭
和
63
年
、

平
成
元
年
に
計
1
億
円
が
交
付
さ
れ

た
。
町
で
は
、
趣
旨
に
基
づ
き
基
金

を
創
設
し
積
み
立
て
を
行
っ
た
。
さ

ら
に
、
平
成
2
年
度
か
ら
7
年
度
ま

で
に
約
６
億
４
０
０
０
万
円
が
交
付

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
預
金
利
子
等
に

よ
り
総
額
で
約
８
億
７
５
０
０
万
円

を
積
み
立
て
た
。

　

本
年
度
実
施
予
定
の
事
業
を
含
め

て
８
億
４
３
０
０
万
円
余
を
取
り
崩

し
て
活
用
し
て
お
り
、
本
年
度
末
現

在
高
は
約
３
２
０
０
万
円
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
。

質
問
事
業
の
あ
り
方
の
見
直
し
作

業
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
弁
町
長　

花
火
大
会
は
今
後
も

継
続
す
る
方
針
と
な
り
、
財

源
確
保
の
た
め
新
た
な
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
と
し
た
。
具
体
的
に
は
、

周
辺
市
の
企
業
や
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
利

用
者
等
に
協
賛
金
を
募
っ
た
。
ま
た

有
料
観
覧
席
及
び
募
金
箱
の
増
設
等

も
行
っ
た
。

　

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
は
検
討
委
員
会

を
発
足
さ
せ
、各
区
長
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
等
に
基
づ
き
、
検
討
を
重
ね
た
。

そ
の
結
果
、
上
下
新
田
地
区
の
祗
園

祭
と
は
別
事
業
と
し
て
事
業
の
再
構

築
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　

今
後
も
産
業
祭
、
町
民
体
育
祭
を

含
め
て
、
各
イ
ベ
ン
ト
が
持
つ
役
割

や
重
要
性
を
考
慮
し
つ
つ
、
皆
様
の

声
を
踏
ま
え
慎
重
に
判
断
し
て
い
く
。

町長

基本構想・計画の
二階層構成の考え

選挙管理委員会書記長

啓発活動、主権者教育に
注力する

威勢のいい和太鼓で盛り上がった

来年度が計画期間の最終年度
となる第５次総合計画

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
！
一
般
質
問

追
跡

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
！
一
般
質
問

追
跡

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

どうする、町村で
一番低い投票率

次期総合計画策定の
方向性は

質
問
総
合
計
画
は
行
政
運
営
に
お

い
て
10
年
先
の
町
の
目
指
す

方
向
性
を
見
据
え
た
重
要
な
計
画
で

あ
る
。
第
６
次
総
合
計
画
は
ど
の
よ

う
な
考
え
の
も
と
策
定
す
る
の
か
。

答
弁
町
長　

社
会
の
変
化
が
著
し

く
、
10
年
先
の
未
来
の
姿
を

想
像
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い

る
。
第
６
次
総
合
計
画
で
は
、
町
の

目
指
す
姿
で
あ
る
「
基
本
構
想
」
と

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
の
概

要
を
示
す
「
基
本
計
画
」
の
二
階
層

構
成
と
し
、
従
来
定
め
て
い
た
「
実

施
計
画
」
に
つ
い
て
は
、
総
合
計
画

で
は
な
く
各
課
作
成
の
「
個
別
計
画
」

を
も
っ
て
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

質
問
第
５
次
総
合
計
画
策
定
の
事

業
費
は
。
ま
た
第
６
次
総
合

計
画
の
策
定
方
針
は
。

答
弁
企
画
課
長
策
定
費
用
と
５

年
前
に
行
っ
た
見
直
し
費
用

を
合
わ
せ
、２
５
８
０
万
円
程
で
あ
っ

た
。

　

第
６
次
総
合
計
画
は
コ
ン
サ
ル
主

導
で
な
く
職
員
の
考
え
で
つ
く
り
、

住
民
の
要
望
に
応
え
る
よ
う
な
内
容

と
し
た
い
。

公
共
施
設
の
維
持
管
理
は

質
問
公
共
施
設
の
計
画
的
な
維
持

管
理
、
更
新
や
施
設
配
置
の

適
正
化
等
に
つ
い
て
の
町
の
取
り
組

み
と
総
合
管
理
計
画
の
現
状
は
。

答
弁

町
長　

公
共
施
設

を
よ
り
長
く
経
済

的
に
利
用
し
て
い
く
た
め
、

ま
た
財
政
状
況
が
厳
し
い
中

で
も
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
、

平
成
28
年
度
に
玉
村
町
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策

定
し
、
公
共
施
設
の
総
合
的

か
つ
計
画
的
な
管
理
基
本
方
針
を
定

め
た
。

質
問
道
路
、
橋
梁
、
上
下
水
道
等

イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
の
管
理

計
画
及
び
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答
弁
町
長　

道
路
・
橋
梁
は
「
舗

装
修
繕
計
画
」「
橋
梁
長
寿

命
化
計
画
」
に
基
づ
き
優
先
順
位
を

決
め
、
修
繕・更
新
を
実
施
し
て
い
る
。

水
道
施
設
に
つ
い
て
は
、「
配
水
施
設

等
更
新
調
査
業
務
委
託
」
か
ら
得
た

デ
ー
タ
を
も
と
に
、
耐
震
設
計
等
を

盛
り
込
ん
だ
更
新
計
画
を
策
定
中
で

あ
る
。
下
水
道
施
設
に
つ
い
て
は「
下

水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」

を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
ん
な
質
問
も
し
て
い
ま
す

• 

中
高
年
の
引
き
こ
も
り
に
つ
い
て

• 

住
民
の
防
災
意
識
高
揚
に
つ
い
て


